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令 和 元 年 度 事 業 報 告

自　　　平成３１年４月　１日

至　　　令和　2 年３月３１日

公益社団法人　京都デザイン協会

１．京都デザイン賞事業（公１）
　１─１．京都デザイン賞

　本年度は、前年度事業計画通り準備を進め応募を受付、締め切りまで行ったが、

台風１９号接近による影響のため、以降の搬入、審査会、入賞入選作品展、講評会、

交流会のスケジュールを 1 ヶ月超延期して実施した。

【事業趣旨】

　京都には 1200 年の歴史が培った魅力的なデザインが多数存在し、それ

らは現代におい

ても引用され、新たな作品や商品開発に繋がっている。そこで、京都デザ

イン賞は、そ　れらの魅力的なデザインスペックをさらに活用し、京都の

伝統と文化を守りながら新たなデザイン手法を用いて、新しい京都のデザ

インの創出を促す事業として位置づけ、また、入賞および入選した作品や

製品を、国内外を問わず広報支援し、デザイン力で地域産業

の活性化を図ることを目標とした。

【事業概要】

第１部門　 建築・ランドスケープ・インテリアデザイン・ディスプレイ

第２部門　グラフィックデザイン・ポスター・ブック・パンフレット・

　　　　　　　　イラストレーション・パッケージデザイン

第３部門　ファッションデザイン・テキスタイルデザイン・キモノ

第４部門　プロダクトデザイン・クラフト・雑貨デザイン

第５部門　映像

第６部門　課題によるデザイン提案

【審査の根拠となる選考基準】  

 １．斬新な京都のイメージを創出している。



− 4−

　　　　２．独創性がある。

　　　　３．使いやすい配慮がなされている。

　　　　４．新素材、技術に挑戦している。

　　　　５．環境への配慮がなされている。

【募集告知の方法】

１． 応募要項をホームページでの告知、およびデザイン関係におけるメー

ルマガジン、SNS 等のネット配信。

２． 京都府、京都市、京都商工会議所や、メディアの協力を得て、広く一

般市民への告知を行った。

３． 京都デザイン賞　グッドミーツフェア

　　 「京都に似合う　文具・雑貨に出会える９月６日」過去 10 年間の京

都デザイン賞入選　作品の出展者に呼びかけ、京都経済センター 1 階

大垣書店イベントスペースで 15 社・21 点のパネル、商品展示を行い、

2019 の応募促進活動を行なった。

【応募点数】

　　　　１０１社・１１１点

【審査プロセス】

< 第一次審査 > 

実行委員によって審査基準を満たしているかどうかをチェックし、 

プロのデザイナーである正会員による第一次審査によって、入選作品・

製品を選出した。

< 最終審査 > 

外部分野別デザイン専門審査員によって、第一次審査を通過した作品・

製品の中から各賞を選出した。

【審査結果】

　　　　入賞：９点　入選：２１点

【入選作品展】 

　　　　１２月２０日（木）〜２２日（土・祝）　於：ギャラリー富小路

　　　　期間中の来場者数：１１３名

【表彰式・作品講評会】 

　　　　１２月２２日（日）１５：３０〜１７：４０　於：パレスサイドホテル

【交流会】

　　　　１２月２２日（日）１７：３０〜２０：３０　於：パレスサイドホテル
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入賞・入選者、応募者、デザイナー、デザイン関連業務に携わる者、デザ

インに関心を持つ者を対象に、審査員および正会員との情報交換・相互交

流を図り、新たな展開等が生まれるよう交流の場を設けた。

　　出席者：５６名

　１─２．京都デザイン賞・国内外広報支援

２─１─１．京都デザイン賞の広報支援

京都デザインのブランドを確立するために、京都デザイン賞で選考された

デザインを入選作品集ならびにホームページを通じて、国内外に紹介し、

京都デザイン賞ブランドの国際化を促進した。

２─１─２．京都デザイン賞の発信

「中信ビジネスフェア」１０月１６（水）、１７日（木）　京都府総合見本市会場

　賛助会員でもある京都中央信用金庫主催の中信ビジネスフェアに出展・

参加。当初展示を予定していた京都デザイン賞２０１９入賞作品は、台風

19 号のため展示できなかった。代わりに過去 10 年の大賞作品をパネル

展示した。併せてブースにデザイン相談会のリーフレットを置き、京都デ

ザイン協会を PR した。

２．デザインアドバイス事業（公１）
２─１．デザイン相談会

２─１─１．デザイン相談会（通期）

　　　　　日　時　： メール予約にて（月）から（金）までの 13：00 から 17：00 受付。

予約受付後に選任された会員が相手方と日程調整を行い、個々

に対応。

　　　　　周知方法： ホームページ・印刷物（伝統産業関連企業、京都府、京都市、

京都商工会議所、産業２１、等）への配布による。

　　　　　対　象　：一般の企業・個人・団体

　　　　　相談内容：

　　　　　○京都市、NPO 法人 ANEWAL Gallery

　　　　　　　「西陣路地の家具デザインコンペ」審査

　　　　　○京都中央信用金庫

　　　　　　　「第 12 回中信学生デザインコンテスト」審査

　　　　　○「 （一社）京都産業エコ・エネルギー推進機構」の組織名が「（一社）京

都知恵産業創造の森」に変更されたことにより、「京都エコスタイル
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認定製品」が「京都スマートプロダクト認定製品」に変更となるため、

ロゴマークの使用について

　　　　　○上七軒歌舞練場「北野おどり」ポスターデザインについて

３．伝統工芸デザイン支援事業（公１）
　京都の文化伝統を背景に培われた工芸品に今の時代性を加味し新しいニーズ

の創出を目指すためのデザイン支援を行なった。

　　　　　①業態調査・研究により提案方法の構築（システムの考案）

②現地調査・ワークショップ

③商品提案（プレゼンテーション）

④採用案の商品化計画

⑤商品開発

３─１．西陣の金蘭製造会社からの新商品開発に協力

３─２．平成元年度学生デザインコンペ

　　　　　THE COMPE　ーきものと帯ー

　　　　　�主催：THE COMPE　ーきものと帯ー 実行委員会／（一社）京都産

業会館

　　　　　後援及および作品審査、賞状下付

３─３．第７１回京友禅競技大会

　　　　　主催：京友禅協同組合連合会

　　　　　共済：京都府・京都市・京都友禅協同組合

　　　　　後援および作品審査、賞状交付

３─４．第９０回誂友禅染競技会

　　　　　主催：京都誂友禅工業協同組合

　　　　　賞状交付

４．研究・シンポジウム事業（公１）
４─１．人にやさしいデザイン = ユニバーサルデザインの研究

だれもが利用したくなる、使ってみたくなる、人にやさしい製品、建物、

空間、行為をデザインするユニバーサルデザインの研究。島根大学の

田中教授に協力し、伏見区の特別養護施設での「デザインによる認知

症　予防環境実証研究」を行った。

４─２．京都府「あったか京都推進会議」における事業評価
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５．会員の創作・研究・発表とデザイン向上を図る事業（共１）
５─ 1．会員展

コロナウィルス感染拡大予防のため、今年度の実施は見送りとした。

　

５─２．WEB ギャラリー展

内　容：会員の作品を WEB 上に公開。

５─ 3．デザイン展

名　称：［久谷政樹ポスター展］

日　時：平成３１年２月２２日　ハイアットリージェンシー京都ロビー

６．会員相互の交流を目的とした事業（共２）
協会会員の目線に立って相互の親睦・交流を行い活性化を図る。

６─１．交流会の開催

会員相互の親睦を図るために開催した。

○「京都デザイン協会 総会後　親睦・交流会」

　　５月２３日（木）　５：３０〜　かごの屋　参加者：１１名

６─２．Designers Mini Cafe の開催

○「三条町の歴史・祇園祭と八幡山について」

　　３ 月 ２ ８ 日（ 土 ）　 １ ４： ０ ０ 〜 １ ５： ３ ０　 三 条 町 町 会 所 ／

MOSSGREEN 写真事務所にて三条町町内会町から説明を受けた。

　　参加者：１０名

６─３．国際交流事業

イベントや海外デザイナーとの交流の場に参加し、国際交流を積極的に

図った。

○  Max Planck Institute for Social Anthropology の主任研究員 Christoph 

Brumann 氏と京　都の街並みの現状について意見交換。

　　３月１８日（水）１３：００〜１５：００　イノダコーヒー本店

６─４．他団体との交流事業

　　　　 京都デザイン関連団体協議会に参加する、（一社）京都建築設計監理協会、

（一社）京都国際工芸センター、京都伝統産業青年会、（公社）日本グラ

フィックデザイナー協会京都地区、（公社）日本建築家協会近畿支部京都

地域会、（公社）日本図案家協会、（一社）日本デザイン文化協会京都、
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NPO 京都伝統工芸情報センター、などとの交流促進。

６─４─１．

　　　　 ○「藤原さんを偲ぶ会」

　　　　 京都デザイン協会常務理事の藤原氏の急逝により、多くの関連団体にも

呼びかけ開催した。

　　　　令和１年９月３０日（月）１７：３０〜２０：００　くろちく百千足館

　　　　　参加者：４４名

６─４─２．ファッション京都推進協議会
　　　　　○令和１年度第１回企画委員会

６─４─２．京都府中小企業団体中央会
　　　　　○令和１年度新年賀詞交歓会

６─４─３．（一社）NDK 日本デザイン文化協会
　　　　　○第４回 KYOTO COLLECTION　後援

７．京都のデザイナーによるデザイン会議（共３）
７─１．第４０回京都デザイン会議の開催

　　　　結論のない会議「生きること」と「デザイン」

　　　　〜 衣におけるデザインの居場所 〜

　　　　日　時：令和２年４月１１日（土）　１４：００〜

　　　　会　場：京都芸術センター講堂

　　　　主　催：京都デザイン関連団体協議会

　　　　事務局：（公社）京都デザイン協会

コロナウィルス感染拡大予防のため次年度９月以降に延期となった。

８．広報事業（共４）
８─１．広報誌発行

会員ならびに一般向けに事業報告および PR を目的とした

広報誌「LOOK ！ KDA 」の発行

８─２．WEB 掲載による情報発信

http://www.design.kyoto/

９．総務部事業（共５）
９─１．事務所移転に伴う事務所環境の整備
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令和元年１１月１日（金）より事務所を下記の現在地に移転。それに伴っ

て事務所環境の整備を行った。

　新住所：京都市中京区新町通三条下ル三条町 349-2

９─２．過去に発行された印刷物のアーカイヴ

KDA で発行された過去の印刷物を、未来に向けた資産として継承。

９─３．その他の各事業のサポート

１０. 収益事業等（収）
該当する事業なし


